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この５年間，本センター通室している子どもや保護者から，時々，気に

なることを聞くようになった。それは，友だちとの関係の不安や悩みを訴

えることもあるが，教師のあの一言がショックだったとか，教師から理解

されていないような言い方をされたなどの教師との関係だ。時に，通室し

てくる子どもが，担任や担当に向けた文句を言うこともある。 

文科省では，毎年，学校における，いじめ，暴力行為，不登校，自殺な

どの現況が集約される「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関す

る調査」を実施しており，まもなく５２回目である平成３０年度の結果が

公表されると思う。この中には，子どもたちの不登校理由や不登校を続け

ている理由など，踏み込んだ分析がある。しかし，不登校の子ども本人の

意見や気持ちを聞かれないまま調査が行われており，不登校の理由が学校

の判断として結果として載るのは，おかしくないか。 

少し古いが，公立中学校３年生の不登校経験者の追跡調査結

果が「平成 18年度不登校生徒に関する追跡調査報告書」として，

平成 26 年（2014）年度に公表(図１)されている。不登校理由を

複数回答可として，不登校経験者 1,604 名のうち 26.2％（複数

回答可）が「先生との関係」を理由に，また学校側の調査とし

て不登校生徒99,959名のうち1.6％が「教職員とのめぐる問題」

としている。この本人調査と学校調査の間になんと，16.4 倍の

開きがある。 

これらの結果から，不登校生徒は教職員にも要因があると思

っているが，教職員はそうは思っていないという認識の差を自

覚することが重要である。教職員と本人が互いに異なる不登校

理由を抱いておれば，会話はもちろん，相談もできない。これ

では，学校がいくら教育相談週間などと銘打っても相談はしな

いだろう。相談者は，心に何らかの傷を負い，将来への不安を

感じているということを前提にしてほしい。相談へのためらい

よりも，相談したいことの方が大きくなって初めて相談までに

たどりつけるもの（図２川上康則 2019Facebook）である。 

学校関係者は，相談してみようかなと思ってもらえる信頼関

係を築き，子どもや保護者の不安や怖さ・ためらいなどのハードルを下げ

る努力を考える必要がある。不適切な言動や不登校などを子どもが，これ

以上，傷つくまいとする行為と考えると，やはり信頼できる教師・相談員

等がそばに居ることが大切だ。信頼があって初めて，その子どもをその気

にさせられる。傷ついている子の信頼を得るには相当の時間がかかること

を覚悟したい。子どもが「自分を認め，分かってくれる大人」「苦しい時

に自分を見捨てない大人」と思ってくれる我々でありたいものである。(芝) 
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